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の1例を油圧モー

タの場合について

示したもので，実

線は理論解析24｝に

基づいた損失割合

を示す．図中，AQノ・

＝圧力変化による

油の膨張のための

見かけの洩れ，
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基づく損失トルク，∠T／2，

AT／3一前掲の損失トルク，

AT／4＝その他の損失トル

ク，これより粘性による洩

れ量は全洩れ量に対して

小さな割合となり，一方粘

性摩擦による損失トルクは

全損失トルクに対して比較

的大きな割合を占めること
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第22図　油圧モータに
　　　おける損失トルク

がわかる．同形式のポンプに関する結果も同様な傾向を

示している．第23，24図は全洩れ量と全損失トルクの

油温による変化を示したもので，粘性の影響が損失トル

クに大きく効いている．このように，隙間の小さい高圧

ポンプ，同モータにおいては，粘性摩擦が性能に大きな

影響をもち，その軽減が性能向上に大きく効くことがわ

かる．
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第23図　油温の影響（ポンプ）

　以上，油圧ポンプ，同モータの性能におよぼす粘性摩

擦の影響を，主として高圧ポンプ，同モータを例にとっ

て説明したが，部分的には乱流摩擦の影響も多少存在す

ることを追記しておく25｝・26，．

　　　　　　　　　　4．　結　言

　以上，いくつかの流体機械を例にとって，水力損失中
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第．24図　油温め影響（モータ）

に占める流体摩擦の役割について述べた．流体機械の種

類や形式はきわめて多く，また数多くの複雑な問題を含

んでいるので，ここに述べた事項が常に適用できるとは

考えられない．しかし，根本的な考え方には一般性をも

たせるよう努めたつもりであり，本稿が今後の研究にな

んらかの参考になれば幸いである．

　終わりに，本原稿の作製に当たり，水車に関連して貴

重な資料を提供された東芝水車部石井安男，福田博充両

氏，油圧ポンプ，同モータの資料作製に助力を得た山口
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